平成１８年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第３回理事会　議事録

日　時　平成１８年８月２６日（土）　９：００～１７：００
場　所　関東／千葉　協同組合千葉県鉄骨工業会
出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）
　　　　　　　吉岡（東京）、齊藤（青森）、鈴木（千葉）、山崎（栃木）、伊藤（三重）
苅谷（岐阜）、益田（山口）、玉城（沖縄）
媚山（北海道）、大井（滋賀）
オブザーバー　鋼構造出版（田中）、鏑木（千葉）、井出（千葉）
議事録作成　媚山（北海道）・苅谷（岐阜）
（司会進行）上柿　副会長

1.開　　　会
　2.出席者の確認
　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　米森武夫
日頃の活動に対する感謝と各ブロック代表としての自覚と責任をもって積極的に活動し地元とのパイプ役として協力していただきたい旨のお願いがあった。

７月２０日に全構協と青年部三役にて懇談会を開催し１８年度の事業計画についてご理解ご協力をしていただけるよう説明を行った。また懇談会の後、三役会を開催し意見をまとめ、翌７月２１日には構造設計者団体、出版社に挨拶をかねて表敬訪問を行った事を報告した。
4.各ブロック活動報告（ホームページに掲載）
北海道ＢＣ　媚山監事より報告

　　　
東北ＢＣ　齊藤（拓）理事より報告

関東ＢＣ　山崎理事より報告
　北陸ＢＣ　米森会長より報告
中部ＢＣ　伊藤理事より報告

　
近畿ＢＣ　大井監事より報告

　　　
中国ＢＣ　益田理事より報告
　　　
　　四国ＢＣ　松下副会長より報告
　　九州ＢＣ　玉城理事より報告
5.協 議 事 項　
１）グループ活動報告
A.設計交流ＷＧの報告
講習会事業について　（担当：吉岡理事）

  設計者交流の事業の中で「鉄骨加工をもっと良く知ってもらおう」という目的で企画した講習会事業に関して、秋口に出版予定であった鋼構造協会編「工作しやすい鉄骨設計」の第３版をテキストとし全構協と合同で事業を全国展開していくことで企画を進めていたが、出版時期が大幅に遅れ、また(仮称)建築鉄骨標準ディティール集が年度末に出版されるなど講習会事業計画を根本から見直す事態に迫られた。

  すでに講習会事業は全構協とＪＳＣＡ東京にも話をもちかけているので、今後どういった方向で進めるべきかが今回理事会の協議事項となる。

協議内容と結果

1 今年度の講習会事業は「工作しやすい鉄骨設計」第２版をテキストとして使用。

2 １０月２８日の青年部会関東ブロック助成金事業を今事業の第１弾としたい。

3 詳細は９月９日の関東ブロック役員会にて協議決定の予定。

4 今年度はあと１～2会場ほど同じテキストにて講習会をおこない、当初予定の教本が出版されたのちに全国展開していく。

5 各地区の講習会は各県単位を基本とし、形式は地区に委ねる。

⑥　現在、建築士会が行っている「専攻建築士制度」のＣＰＤ認定プログラムとして申請、多数の設計士の方々にPRし利用できる講習会にすることを最終目的とする。

次回までの宿題

1 全構協へ提出する事業内容報告書の草案を作成し米森会長へ提出する。

2 関東ブロックの事業内容を煮詰め報告する。（主催、共催を含む）

3 ＪＳＣＡ東京の会長にも事業内容の報告をする・

4 「専攻建築士制度」や「ＣＰＤ」について調査する。

２、「鉄骨１１０番」掲載事業について（担当：鈴木理事）

鉄骨製作現場からの意見として疑問に思う事柄を、鋼構造出版を通じて紙面によって回答してもらう「鉄骨１１０番」事業。すでに第２回の掲載が終了。

協議事項と結果

担当の鈴木理事には質問内容のストック多少有り。

次回までの宿題

各理事に質問事項を募集した。

3、 鉄骨需要拡大作戦（担当：山崎理事）

Ｓ造の掘り起こしを目的に関係業者と共同で事業を企画する。

協議事項と結果

１０月に関東ブロックと四国ブロックで岡部㈱より講師をお呼びして講習会を開催する企画の報告あり。講習の内容については岡部㈱にお任せし、青年部会としては講習会の斡旋に留める。事業の方向性を微調整した。

四国ブロックではあわせて「学校のＳ造化」についての講習も行う。

次回までの宿題

青年部会独自のパンフレット（エンドユーザー向け）を作成する為の資料集めを行う。

まとめ

今後とも各地区で設計士との交流、勉強会をどんどん進めていただきたい。

理事の皆様方にも各地区で啓蒙活動を行ってください。

B.工数管理ＷＧの報告
上柿グループ長より報告

　見積もり、積算資料作成は継続して進めるとの報告があった。

　全構協、吉田副会長より何故今更作り直すのか？以前の物で良いのではないのか？

との意見が出た旨の報告。価格破壊と公取りの懸念をされている。

しかし、限界価格を理解する為、外部へ情報漏洩の危険に注意しながら継続する旨の

報告があった。

最終的な目的を何処に置くかは疑問が残るが、実状に合致した原価表である事は

確かである旨の報告をなされた。

伊藤理事

　特記仕様書の作成について資料の提出がなされた。

　三重県ＪＳＣＡにて作成したものに便乗し今後校正していきたいとの説明がなされた。

　その校正内容は

　ＥＸ）錆び止め・・・・全てを表記してチェックする方法

　　　　材質・・・・・・パーツ・部材を明記出来るような仕様　など

　但し、ボルトピッチ等は工場毎に機械性能が異なる場合が有るので慎重に取り組ま

なければならないとの報告があった。

齊藤拓理事

　溶接の実演・実施について現在検討段階の説明がなされた。

　多数の問題が有るが、先ずは予算、各県２万円程度では実現できないのではないか？

1 テストピース費用や協力工場の山積み状況など

2 協力工場への謝礼も出せないのでは？など

これを打開する為には今後近郊県で協力する方法も考えられる。

また、実演時の対象はＪＳＣＡ会員レベルでは無く建築士会などの広範囲にするべき

では無いだろうかとの意見が出た。

大井監事

　余剰材の管理と共有化について説明がなされた。

　Ｈ形鋼の自社管理表の提出がなされた。

　今後、錆び止め塗料にも範囲を広げ一覧表の完成を目指す旨の説明がなされた。

　今年度中に理事の間でシュミレーションを試みる予定。

C.行政及び対外交流ＷＧの報告
媚山監事　行政との関わりに関して

· 全国アンケートは、Ｈ１６年は有るが、Ｈ１７年、Ｈ１８の調査も必要と考えている。

・国交省、行政との懇談会等の企画は、必ず全構協を通してから行うよう指摘されている。
　　媚山監事　過去の理事経験者の名簿整理に関して
　　　　　　　・名簿資料の説明。未記入のところは、今後調べていく。

　　米森会長　ＯＢ会に関して、ＯＢの方の意見を集めてほしい。

産官学連絡協議会についての報告

　　　　玉城理事　産官学連絡協議会の模索についての資料説明。（福岡県の資料等）

　　　　親会との位置付け調査についての報告（アンケート(案)資料有）
　　　　益田理事　親会との位置付け調査のアンケート資料の説明。

　　　　　　　　　・会長のメーリングリストを利用します。一部訂正して９月には配信したい。

· 会員拡大について、ジャーナルに連載する事を検討。

　　　　　

　　　　　D.総務に関しての報告（経過報告資料有）
　　　　　苅谷理事　ホームページの最終案をメーリングリストで配信するので、今月中にチェック願います。パスワード入力で掲示板に書き込み可能。又、携帯サイトの運用を検討中。

　　　　　鋼構造出版の田中さんもメーリングリストに追加する。

２）ブロック研修会助成金事業（別紙助成金申請書）
　　北海道ブロック　媚山監事より助成金事業内容について報告があり理事全員によって承認された。応急手当に関する講習も合わせて開催すると効果的であると米森会長より提案をいただいた。

　　四国ブロック　　松下理事より助成金事業内容について報告があり理事全員によって承認された。

３）全国大会についての報告　　　　　　　

媚山理事　全国大会の資料説明。

　　　　　・記念事業は分科会型式で行いたい。
　　　　　・テーマは、３ブロック程度に分け、理事の中から座長をお願いしたい。
　　　　　・理事会からテーマをだして頂くことも検討してもらいたい。

（案）１．進化する工場　　　　　　　
　　　　　　　　２．進化する組織
　　　　　　　　３．進化する経営

　　　　米森会長　テーマは担当ブロックで考えて決めて頂きたい、要請が有れば協力する。
　　　　

6.米森会長による応急手当の一口講習
いろいろな止血方法を学んだ。
7.閉　　　会

　※　次回開催地

第４回理事会

平成１８年１０月１４日（土）午前９：００～

近畿／京都（みやこめっせ）
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